
 
 

液状化が予測される地域での個別対策について 

 

液状化対策は稲敷市市街地液状化対策事業に関わらず個別で対応することも可能であるため、

その留意点や代表的な液状化対策工法、液状化被害にあった場合の修復方法について以下に整

理しました。 

 

 

 

 

 

図-1 個別住宅の液状化対策検討フロー（参考）  
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図表-1 個別住宅の液状化対策工法（参考） 

 

戸建て住宅の液状化被害を軽減するには、「液状化を防止する方法（地盤が液状化する要因を排除する方

法）」と「構造的な対策方法（液状化が発生しても被害を受けないようにする方法）」があります。事前に

液状化対策を行う工法には、主に以下のような原理に基づいた工法があります。 

       



 
 

図表-2 個別住宅の対策工法（事前対策の例「新築・建替えの場合」（参考） 

 

 



 
 

図表-3 個別住宅の対策工法（事前対策の例「既設住宅の場合」（参考） 

 

 



 
 

図表-4 個別住宅の対策工法（事後対策の例「既設住宅の修復方法」（参考） 

 

【修復方法について】 

 液状化により住宅が不同沈下した場合に修復（沈下修正）を行う方法があります。以下に修復方法の検討

フローと修復方法の比較表を示します。 

 

 

 

 

 


